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Abstract
The aim of this article is to illuminate the recent trend in the class practice of Living Environment
Studies, targeting the practice cases in which private education research institutions were engaged.
From 1994 to 2010, journals of those institutions reported 196 cases of living environment studies
class practice in total. In 60 of these cases, teachers conducted classes from the social metabolic
viewpoint, which can be considered a new trend.
Social metabolic class practice in Living Environment Studies is defined as the practice of
cultivation, farming or gathering natural resources, turning them into useful things for daily life by
cooking, processing or manufacturing, and/or putting them into the market as commercial goods.
Specific class programs of the 60 cases are classified into four categories; 41 cases of growing fruits
trees and other crops, harvesting and cooking/processing them, 9 cases of gathering wild plants such
as acorns or Japanese mugworts and cooking/processing them, 9 cases of preparing meals or making
handmade goods such as scarves and the other 1 case of feeding silkworms, spinning cocoons into





















































































































































































実践者名 タイトルNo 雑誌名 発行年月 分類 備考
資料−1 社会的物質代謝における栽培・飼育行為を対象とした生活科授業実践（1）




















































































































































































































































































































































































実践者名 タイトルNo 雑誌名 発行年月 分類 備考
資料− 社会的物質代謝における自然物採取行為を対象とした生活科授業実践






















































































































































































































































































もばしらを つぶすためと むぎを ひろげるた
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工程や技術の意味は理解していない。そこで，いち
やさんに対する見学と聞き取りが実施されるのであ
る。この見学と聞き取りによって，小麦粉の加工過
程における工程の意図が科学的に説明され，加工を
より効果的に行うための知恵や工夫が紹介されるの
である。すなわち，本実践の活動内容は，小麦粉を
うどんに加工するという社会的物質代謝における人
間の知恵や技術，その知恵や技術に対する驚き，そ
の知恵や技術を体現しているいちやさんへの尊敬等
を気付き，体感させているのである。つまり，「め
ざせ つるぴかうどん」は，社会的物質代謝におけ
る加工過程や技術と，その背景にある理りを活動内
容の原理とし，加工過程や技術に対する認知的情意
的気づきが統一的に促されているのである。
イ、活動方法の原理
本実践の活動や体験が，前述のように構成され，
関連付けられるのは，「一度の体験で終わらせるの
ではなく二度、三度と体験することにより、自分の
成長や作業の意味を感じとってほしい」という佐々
木の考え方があるからである59)。
だから，うどん作りが回繰り返されるのであ
る。	回目は自分たちで調べたり，周囲の人に聴い
たりしながら。回目はその反省や専門家の意見も
取り入れながら。そして，回目は，これまでの経
験とうどん屋さんに教えてもらったことに基づいて
うどんが作られるのである。しかも，目指すうどん
は、「つるぴかうどん」という児童自身の言葉によっ
て明確にされているのである。
すなわち，おいしいうどんを作るための試行錯誤
をとおして児童に気づきや問いが生まれ，うどん作
りに対する技術的理解が深化されるのである。そし
て，この技術的理解の深化が，うどん屋さんの見学
時に気づきの道具として作用するのである。そし
て，うどん屋さんの見学，聞き取り，これまでのう
どん作りの気づきの総括として回目のうどん作り
が行われるのである。
つまり，本実践は，「おいしいうどんを作りたい」
という目標を達成するために，小麦粉をうどんに加
工するという社会的物質代謝における活動や体験が
探求的に構成，関連付けてられているところに活動
方法の原理があると言える。そして，目標達成に欠
かせない熟達化を図るために，地域の方々の専門性
に学ぼうとする社会的相互作用が活用されているの
である。
．おわりに
本小論では，民間教育研究団体における生活科授
業実践を対象にその実践動向を解明し，生活科授業
構成の示唆を得るために特徴的な実践を分析検討し
てきた。民間教育研究団体における生活科授業実践
の動向としては，栽培・飼育あるいは自然物採取か
ら生産物・採取物の加工へという社会的物質代謝を
視点とした事例が増加していることが認められた。
また，社会的物質代謝を視点とする生活科授業構成
は，栽培（飼育），あるいは自然物採取から加工，
調理，製作といった一連の活動や体験を構成，関連
づけているところに形態的特徴を有していること，
活動や体験の構成が他教科，他領域の指導との関連
を図る総合的性格を有していること，地域の専門家
との社会的相互作用を活用していることに特徴があ
ると言える。
本研究は，社会的物質代謝を視点とする生活科授
業実践に見られる自然と社会を一体的に扱い，内容
と方法を統合する授業構成を解明したところに意義
が認められる。今後の課題は，残りの生活科授業実
践を分析・検討を行い，内容と方法を統合できるそ
の他の視点を解明し，生活科授業構成の示唆を得る
ことである。
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